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間4 次の I～ Ⅳの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句,記号叉は数値を,それぞれの解答群から1
つだけ選べ。

I 非密封放射性同位元素の使用施設で,ある作業グループが“c,32P,"sを 使用することとなった。
これらの核種の半減期は“cが 5,700年 ,32Pが 14.3日 ,35sがE亜羹コ日をある。また,β線の最大
エネルギーはEI理殖が最も大きく1.71l MeVで ある。これらの核種の取扱いで担体存在下での沈
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iド顎:「禦1":理,
くA～ Dの解答群>
1  8.0   2  25.3   3  87.5   4  14c   5  32P   6  35s   7  サ‐トリウム
8 カリウム  9 カルシウム  lo s2  1l s。32-  12 S2032-

Ⅱ この作業グループは小実験室を専有 して使用することとなった。
32Pを
使用する場合,遮蔽材にEI到口を用いてE:華口の発生を避ける。被ばくする手指のモニ

タリングにはリングバッジが適している。

議し拿¥転墓 鮒
孵猾 漱 嘉螺 猟盤
:計測することでンPのみを測定することも可能である。
i際のスミア試料の測定に液体シンチレーションカウンタ
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を区別して定量することは困難である。これは,両者のEK肇 ン 近ゞいた

<E～ Iの解答群>
1 アクリル樹脂  2 銅  3 鉛  4 消滅放射線  5 制動放射線
6 コンプトン電子  7 GM管 式  8 NaI(ll)シ ンチレーション式  9 電離箱式
10 固着性  11 非固着性  12 揮発性  13 熱量  14 酸素量  15 チェレンコフ光
くJ,Kの解答群>
1 1℃ と32P  2 1℃ と35s  3 32Pと 35s  4 原子番号  5 β線の最大エネルギー
6 蛍光収率

Ⅲ “C及び
32Pそ
れぞれ lM町 を含む可能性がある洗浄液を排水することとなった。放射性同位元素

の排液中又は排水中の濃度限度は,告示で“Cは 2X10° Bq/cm3,32Pは 3× 10~lBq/cm3と定められて
いる。この施設には排水設備として lo m3の 貯留槽 2基とlo m3の希釈槽 1基が設けられている。
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E用 しての希釈操作が必ず必要となるのは,貯留槽中の
“Cだ
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を超える,合に限られ
,。
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Ⅳ 使用核種の変更や追加が作業内容の進展により必要となることがある。それに対応した測定技術や
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箇所の特定や除染に対応することができる。
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に対応することが望まれる。                        
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<0,Pの解答群>                             ヽ

1 最大エネルギー  2 種類  3 内部転換係数  4 無担体での RIの使用
5 イメージングプレー ト像の高解像度化  6 オートウェルによる測定の自動化
<Q,Rの 解答群>     ′

1 シンチグラフイ  2 ラジオイムノアッセイ  3 ポジトロン 0「   4 1251  5 '91
6 1311


